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研究成果の概要 

本研究は、ライフステージの全ての世代における口腔内細菌叢破綻の影響を明らかにすることで、全

世代をターゲットとした新たな代謝異常の予防戦略を作り、全ての人に健康をもたらすことを目的と

している。 

絹糸を歯の周囲に巻くことで作出した口腔内の細菌叢破綻を引き起こす結紮誘導歯周炎モデルマウ

スの絹糸と便から DNAを抽出し、口腔内および腸内で細菌叢破綻が生じていることが確認できた。行動

実験および脳の解析により、不安傾向の増大および運動学習能力が低下していることが明らかになっ

た。大脳皮質前頭野におけるミクログリア密度の減少および脳機能に関わる遺伝子発現の変化を認め

た。 

中高年に対しての、糖・脂質代謝異常に関しては、これまでに行った基礎研究より Pg 感染によって

のみ異所性脂肪蓄積が起きることは明らかではあったが、そのメカニズムは不明であった。Pg 投与マ

ウスでは、血中のアディポネクチンおよび遊離脂肪酸の濃度がコントロール群と比較して有意に低い

こと、褐色脂肪のメタボローム解析では、セロトニンが減少していることが明らかになり、合成ではな

く再取り込み阻害が起きている可能性が示唆された。 

胎児から若年者における、母体での口腔内細菌叢破綻による次世代への影響の解明に関しては、子ど

もの成長発育および耐糖能異常に関して研究を進めてきた。切迫早産妊婦においては、唾液、母乳、お

よび生まれた子の口腔内で存在比率が異なる細菌が確認された。動物モデルでは、Pg を投与した母マ

ウスから生まれた子が耐糖能異常を示すことを明らかにした。母体内でのエピジェネティクスな影響、

母乳を介した子どもの腸内細菌叢の成熟への影響のそれぞれを明らかにするために、臨床・基礎研究の

両面から研究を進めている。 

以上の成果から、全ての世代において口腔内細菌叢破綻が様々な疾患の増悪因子となることを明ら

かにしており、メカニズムの解明に迫っている。 
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